
（別紙３）

～ 2026年　5月　16日

（対象者数） 44名 （回答者数） 40名

～ 2026年　5月　16日

（対象者数） ５名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

新しい活動を取り入れマンネリにならないように内容がさら

に充実するように心がける。

インスタなどのSNSを参考にし、視野を広げてプログラムを

考えていく。

2

保護者の方が不在のご家庭だとなかなかフィードバックが難

しいので、連絡帳やメールなどのツールを使ってお伝えでき

るようにしていきたい。

3
幅広い分野からリサーチし、無理のない範囲での活動を取り

入れていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
教室を開くことは難しいが、近隣施設(児童館など）での交流

を企画していきたい。

2 時期を決めてそこで複数回できるようにしていきたい。

3 保護者会の形以外でも保護者が参加できるものを企画する

○事業所名 ネクストエール立川上砂教室

○保護者評価実施期間 2026年　4月　６日

○保護者評価有効回答数

2026年　4月　６日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　6月　2日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

ペアトレや家族研修が行えていない 保護者会の前に行ったが、年に1回しか行えていなかったため

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

同じ世代の子どもとの地域交流ができていない
子ども食堂などこちらから行く地域交流はできているが、同じ

世代の子どもとの交流ができていない。

保護者会などでの保護者交流の場が少ない
年に一度になってしまっているので、機会を増やしていきた

い。

5領域をバランスよく取り入れたプログラムができている

プログラム会議を毎月行い、活動の見直しや提案を行ってい

る。

前月と違う内容のプログラムになるように各活動の担当を変え

ていき色々な目線からプログラムを考えるようにしている。

家庭との連携を日々のフィードバックを通して行っている
送迎時に直接お伝え出来るご家庭にはお伝えするようにしてい

る

学校の長期休暇の時など室外活動のバリエーションを増やし普

段できない余暇活動を取り入れている

普段学校がある時には行けない所を企画し、室外活動や余暇活

動の充実を図っている。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

ネクストエール立川上砂教室
公表日  令和　８　年　６　月　２５　日

利用児童数 　44名 回収数 40名

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 36 2 1 1
個室にも対応していて運動するスペースが
ある

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 34 1 0 5 良く子供の様子をみていてくれている

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思います
か。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報伝達
等への配慮が適切になされていると思いますか。

38 0 0 2 荷物をおくスペースもあり安心できる

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、
こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。 37 0 0 2 動けるスペースもあり十分だと思う。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受け
られていると思いますか。  37 3 0 0

個別指導もしてもらい発達に合わせてくれ
ている。
個別課題をやっていただいています

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合って
いると思いますか 。 38 1 1 0 個別課題にも取り組んでもらえてる

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析され
た上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されていると思いま
すか。

39 1 0 0
個別面接なども行なってもらえてるし、保護
者の意見も聞いてもらえる。

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後
等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」
で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、
具体的な支援内容が設定されていると思いますか。

39 0 0 1 具体的に課題にも取り組んでもらえてる。

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 37 1 0 2
遊ぶだけでなく課題などにも取り組んでもら
えてる。

10 事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いますか。 36 1 0 2
飽きないように日々違うプログラムなどを行
なってもらえてる。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があ
りますか。 9 9 7 15

最近別の事業所と交流があり、本人も懐か
しい先生に会えたりして嬉しいようです。
まだそーいう機会はないのでわからない。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁
寧な説明がありましたか。 39 1 0 0

他事業所ではおやつの利用者負担がない
ため、その件については疑問がある
個人面談にて説明してもらってる。

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされました
か。 38 1 0 1 個人面談にて説明してもらってる。

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家
族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われていますか。 21 7 2 10

面談の日にたくさんアドバイスをいただいて
ます。
懇談会などもあり勉強になった。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況につい
て共通理解ができていると思いますか。 37 2 0 1 毎回状況説明などしてもらっている

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 37 2 0 0 定期的に面談もあり助言も頂いている。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 38 1 0 0
日々の大変な事など聞いてくれる。
面談等で、子どもの様子を詳細に教えていただき、困
りごと等の助言をいただいたりして、大変心強いです。
活動の様子を送迎時、報告してくれます

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の
機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだい向けの
イベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょう
だいへの支援がされていますか。

16 10 5 9

保護者同士は保護者会で交流できますが、きょうだい
はないです。でもとくにさきょうだいは必要だとは思って
いません。
保護者会はあったが、兄弟への支援などはわからな
い。
都合がつかず参加出来ていませんが、お知らせいただ
いていたため。

保
護
者
へ
の
説
明
等

おやつ代を徴収させていただいていることについてです
が、ご協力いただきありがとうございます。ネクストエー
ルではよりお子さまがおやつの時間も充実した時間とな
るよう徴収させていただいております。ご理解いただけ
ると幸いに存じます。今後ともよろしくお願いいたしま
す。

契約時や定期的な個人面談の場において、運営規程、
支援プログラム、利用者負担、および個別支援計画の
内容について丁寧な説明を心掛けております。今後も
明瞭で丁寧なご説明に努めてまいります。

研修を単独で行うことができていないです
が、保護者会の時に療育内容をピックアップ
して説明を行う機会を設けています。

毎日の送迎時などにお子さまのご様子を積極的にお伝
えし、ご家庭での様子もお伺いすることで、健康や発達
状況の共通理解を深めるよう努めております。

定期的な面談でのお話やアドバイスが「心強い」と言っ
ていただけることが、私たちスタッフの大きな励みです。
これからも何でも気軽に相談していただける関係性を築
いてまいります。

日々のがんばりや大変なことに寄り添い、お母様・お父
様方の気持ちを受け止める共感的な支援をスタッフ一
同大切にしています。今後もコミュニケーションを徹底し
てまいります。

きょうだい向けのイベントなどまだ企画はして
おりませんが、何かご希望がございました
ら、いつでも言っていただけたらと思います。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

フロアをパーテーションやテープで区切ることで静
と動の活動ができるようにし、活動内容の充実を
図っています。

ご意見をいただき、現在の職員配置が適切な見守
りや手厚い支援に繋がっていると捉えております。
今後も、子どもたち一人ひとりの特性や活動内容
に応じた最適な人員配置を徹底し、安全で質の高
い療育環境を維持できるよう努めてまいります。

当教室では、ワンフロアの中でもパーテーションや
カラーテープを効果的に用いて「静」と「動」のエリ
アを明確に分けることで、お子さまが今何をする時
間なのかを視覚的に理解し、集中して活動に打ち
込める環境づくりを徹底しております。

「運動スペースもあり十分」とのお言葉をいただき
安心いたしました。おやつ後はすぐに清掃し、常に
生活な状態を保つ為に務めてまいります。

職員がお子さま一人ひとりの特性や日々の様子を
細やかに観察し、それぞれの発達段階やペースに
合わせた個別指導・個別課題の提供に力を入れ
ております。お子さまが「できた！」という達成感を
積み重ねられるよう、今後も専門性の高い支援の
提供と、スキルアップに努めてまいります。

5領域を踏まえながら、支援プログラムをバラ
ンスの良い支援内容になるよう工夫していま
す。

定期的な個別面談などを通じて、保護者の方々が
日々感じていらっしゃるニーズや課題を丁寧にお
伺いすることを大切にしています。

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

お子さま一人ひとりに今最も必要な具体的課題を
設定しております。今後も保護者の皆様と二人三
脚で歩んでいける計画作成を心掛けてまいりま
す。

個別支援計画に基づいた日々の課題設定に加
え、お子さまが新鮮な気持ちで、意欲的に参加で
きるよう務めてまいります。

遊ぶ楽しさの中に学びや成長の要素を織り交ぜ、
飽きさせないアプローチを今後も継続してまいりま
す。

他教室との交流を持つことができていますが、地
域の施設での他の子どもとの交流の機会が持て
ていないです。児童館など公共施設を利用するこ
とで他のお子さんとの交流が図れたらと思います。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



19
こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されているとと
もに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明され、
相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

31 4 0 5
そこまで相談はしていないが、何かあった時
などは説明はしてもらっている。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思
いますか。 39 1 0 0 毎回日々の状況を教えてくれている。

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の
情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていま
すか。

36 0 0 4 インスタグラムは見ている。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 39 1 0 0 インスタなども配慮されている。

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、
発生を想定した訓練が実施されていますか。

30 5 0 5 避難訓練はしている。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練
が行われていますか。 35 1 0 4 定期的に避難訓練はしている。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全
の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。 36 1 0 3 避難先なども説明している。

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故が
発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。 31 2 0 7

そう言った場面が我が子にないのでわかりませんが、
小さい怪我は毎度報告してもらってますし、お友達との
トラブルに対しても間に入っていただいて、子供同士の
意見をきちんときいてくれ、報告もきちんとあります。
その様な状況がないのでわからない。

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  39 1 0 0
喜んて通所している。
子どもが楽しみに通うので、保護者の私も
安心しています。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 38 2 0 0
楽しんで通所している。
いつもネクストエールの日は、楽しみにして行っていま
す。
いつも楽しそうに帰ってきます

29 事業所の支援に満足していますか。 37 2 0 1

いつもありがとうございます。親も子も安心して利用さ
せて頂いております。
今後とも宜しくお願い致します。
いつもお世話になっております。
児童発達支援から細やかに子供に合わせて支援して
頂きありがとうございます。
今後とも宜しくお願い申し上げます。
子供は一番信頼できる事業所で、毎度楽しみにしてい
ます。もっと通いたいようです。
バス停へのお迎えなど、手厚く様子を見ていただき、感
謝しています。また、学校以外でお友達と関わり合いを
持てる場があり、大変有り難いです。
先生たちの名前も覚え、楽しみに通っています。
いろいろ配慮などしてもらい全く不満はない。
子供も安心して通所している。

外部への情報発信における写真・動画の加工や、個人情報の管理につい
てご安心いただけて安心いたしました。今後も全スタッフで個人情報保護
の重要性を再認識し、適切な取扱いに細心の注意を払ってまいります。

避難訓練の実施について評価いただきありがとうござい
ます。お子さまたちが万が一の際にも慌てず安全に行
動できるよう実施してまいります。

今後も様々なシーン（地震・火災・不審者対応な
ど）を想定した実践的な訓練を毎月継続して実施
してまいります。

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度

温かいお言葉を数多くお寄せいただき、スタッフ一同、
感謝の気持ちと同時に身の引き締まる思いでいっぱい
です。
児童発達支援の時期からのお付き合いの中で、お子さ
まの成長やペースに合わせた細やかな支援、また学校
のバス停へのお迎えを含めた手厚い見守りについてご
評価いただき、大変嬉しく励みになります。
「一番信頼できる事業所」「もっと通いたい」「お友達と関
われる大切な場」とおっしゃっていただけることは、私た
ちにとって最高の喜びです。お子さまが先生の名前を覚
え、安心感と楽しみを持って通える環境、そして保護者
様が安心してお子さまを委ねられる教室であり続けられ
るよう、今後も一人ひとりに寄り添った丁寧な療育と配
慮を徹底してまいります。今後ともよろしくお願い申し上
げます。

トラブルの際は、スタッフが間に入ってお互いのお子さま
の言い分をしっかりと傾聴し、双方の気持ちを整理した
上で、事実関係をありのまま速やかに保護者様へお伝
えすることを徹底しております。今後も誠実で迅速な報
告・連絡を心掛けてまいります。

温かいお言葉を数多くいただきありがとうございます。お
子さまが安心感を持って通所し、ご家族も安心してお預
けいただけるよう手厚い見守りと細やかな支援を継続し
てまいります。

温かいお言葉を数多くいただきありがとうございます。
「もっと通いたい」と言っていただける期待に応えられる
よう、今後も一人ひとりに寄り添った魅力ある教室運営
を続けてまいります。今後ともよろしくお願い申し上げま
す。

お子さまが日々安全に療育を受けられるよう、職員の見
守り・計画の安全対策を徹底し、保護者の方がいつでも
安心して送り出せる教室づくりに努めます。

保
護
者
へ
の
説
明
等

毎日の状況報告をはじめ、意思疎通や情報伝達がスムーズに行えるよう
配慮しております。「何かあった時にはしっかり説明をしてもらえる」という
信頼感を裏切らないよう務めてまいります。

SNSを通じて、日々の活動概要や様子をご覧いただきありがとうございま
す。文字だけでは伝わりにくい教室の明るい雰囲気や、お子さまたちの生
き生きとした表情をお届けできるよう、今後もプライバシー保護を徹底した
上で、情報発信を続けてまいります。

「何かあった時にはしっかり説明をしてもらえる」という信頼感を裏切らない
よう、今後もご相談や万が一の申し入れがあった際には、迅速かつ誠実に
対応できる体制を維持・強化してまいります。



（別紙５）

ネクストエール立川上砂教室
公表日 　令和　８　年　６　月　２５　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 5

個別課題に取り組む際に、複数場所が必要な

場合はパーテーションなどで区切る工夫を

行っております。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。
3 2

事務作業をしている職員も手が足りない時、

職員に声を掛け、支援に入れる状態を作って

いる

職員の急なお休みが出ると送迎などで保護者

の方に協力をしていただくことがあります。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

5

・物をしまう場所には、印や名前を書き整理整頓が

できる様に工夫をしています。

又、視力に障害のある児童に対して導線にテープを

貼り歩ける工夫にも取り組んでいます。

・視覚障碍の児童に対して教室内を自由に移動でき

るようにテープで印をつけたり角の危険な所はカ

バーをする等

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。
5

おやつ後はすぐに掃除を行い清潔に保てるよ

うにしています。又、アレルギーがある児童

に対しては事前にテーブルなどを、より清潔

にする為拭いている。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。 
5

・相談室をクールダウンの部屋として、いつ

でも使用可能としている為、児童が使用した

いとの要望があれば可能です。

・相談室やパーテーションを活用しながら安

心して過ごせるよう配慮している

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、

広く職員が参画しているか。
5

・朝のミーティング、帰りの振り返りでPDCA

をまわし、常に職員同士で情報共有を行って

おります。

・帰りの会で振り返り、朝のミーティングを

行い、共有するよう務めている

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。
5

保護者からいただいた意見や評価を真摯に受

け止め、改善につなげています。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。
5

職員に情報共有を行い、議題についての意見

を離せる場を設けております。又、月一で教

室ミーティングを行い意見交換を行える環境

を整えております。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
4 1

現在、公的な第三者評価機関による外部評価は定期的な

実施に至っておりませんが、当教室では客観的な視点で

の業務改善を重視しております。そのため、定期的に教

室全体を管理するSVによる巡回・監査を実施し、外部か

らの視点に立った業務の見直しや指導を受けておりま

す。指摘された課題については迅速に教室全体で共有

し、日々の確実な業務改善へとつなげております。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。
5

・法人内で担当職員による研修を毎月1回定期

的に開催しております。これにより、日々の

業務に必要な知識や技術のアップデートを図

る機会が継続的に設けられています。

・事務内容、支援の質の向上に向けたもの

等、幅広く研修を受けられるようフォローし

てくれています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 5

児童発達支援ガイドラインが定める5領域に

沿ってプログラムの内容を作成しておりま

す。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。

5

多角的な視点でこどもの様子を捉えること

で、主観に頼らない客観的なニーズ・課題の

分析と、それに基づいた児童発達支援計画の

作成を行っております。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

5

作成する前に職員全員でケース会議を行い共

通認識の理解をしたのち、作成を行っており

ます。
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14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。
5

・計画書の作成後は情報共有を行い、一人一

人目的に沿って支援を行っております。

・ケース会議の他に専門支援実施を行う際に

個別で確認する等計画に沿って支援が行える

ようにしている

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。

5

契約時や計画更新時に標準化されたアセスメ

ントツールを用いて客観的な状況を把握する

とともに、日々の活動における行動観察や保

護者との情報共有を通じて、状況を正確に確

認しています。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家

族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

5

児童発達支援ガイドライン5領域に沿って支援

内容を構成し、具体的にどういった支援内容

が必要か話し合い、内容を設定しておりま

す。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 5

・担当職員と毎月1回プログラム会議を行って

おります。又、会議までに各自で立案を考え

てもらい会議で発表しプログラムを構成して

おります。

・プログラム会議を月に一回実施し、職員間

で話し合い内容を深めている

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 5

プログラム会議でマンネリ化防止対策で各曜

日に内容がかぶらないように構成をし作成し

ています。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
5

・集団活動では一人一人の特性に合った目標

を設定し日々達成できるように工夫を行って

おります。

・集団の他に専門的支援実施を行い、内面か

ら支援できるよう計画をたて支援に繋げてい

る

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。

5

朝のミーティングでは一日の流れと分担業務

の振り分けを割り振り、現場が円滑にまわせ

るように業務を行っております。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
5

支援終了後には振り返りを行い、PDCAをまわ

し次回に活かせるように日々職員と連携を

取って取り組んでいます。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。
5

朝のミーティングで記録担当を決めて記録を

取っています。抜けがないように記録後はダ

ブルチャックをおこない内容を確認しており

ます。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
5

ミーティングや振り返り、会議で立案し今の

段階で支援内容が適正が見直しを常に話し合

い、調整しています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。
5

当事業所では、特定の活動に偏ることなく、

日々のデイリープログラムやイベントの中に

「4つの基本活動」の要素を複数組み合わせ、

児童の発達段階やニーズに合わせた総合的な

支援を提供しています。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。
5

・何か困りごとや、やりたいくない事があっ

た際には強制ではなく、どうしたいか常に児

童に選択しを与えています。又、自己選択が

難しい場合は選択肢を増やし選んでもらうよ

うな工夫も行っております。

・「こうして」というよりも「どうしたい

か」尋ね、自分が考え行動できる様に心掛け

ている

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
5

関係機関との会議の会議の場合は必ず情報を

しっかり把握した状態で、児童発達管理責任

者が同席しています。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
5

弊社では医療ケア対象の児童のお受けはして

いませんが、その他の関係機関との連携を行

い体制を整えております。
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28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。

5

学校お迎え時には、その日の学校での様子や

行事が近いとその時の気持ち等、細かな情報

も担任の先生に聞いています。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
4 1

実際にまだ情報共有を行う機会は少ないが必

要とする対象の児童が要望があればすぐに実

施出来る体制が整っています。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。

3 2

・まだ卒業予定の対象児童がいませんが、障

害福祉サービス事業所等へ移行する場合は情

報を提供する体制は整っております。

・移行している児童がまだ対象者としていな

い為、不明。

情報共有できると支援につながると感じる

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
3 2

まだ実際に助言を受ける機会は少なく実施で

きていません。ただ連携が取れるように体制

は整えております。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。
2 3

・まだ実際に地域交流として他の児童との関

わりをもてる活動は実装していませんが、機

会を伺ってアプローチは引き続き行っていく

予定です。

・放デイという限られた時間では難しい為、

休日や長期休みを利用し交流できるよう務め

ていく

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 3 2

当事業所では、立川市が主催する放デイ連絡

会に管理者または児童発達支援管理責任者が

定期的に出席しています。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。
5

・帰りの送迎時や教室玄関先での引き渡しの

際に、細かな情報や目標の新着状況の情報を

共有しております。

・お迎えや送迎の時にコミュニケーションを

積極的にとり情報共有できるよう務めている

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会

や情報提供等を行っているか。 

4 1

・ペアレントについての研修を行いました。

その際に保護者の方にも情報を提供できるよ

うに実装しております。

・保護者会の時に研修を入れ、情報提供を

行っていた。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。
5

最近は児発や放デイを初めて利用される保護

者も多い為、ご理解ができるように工夫した

わかりやすい説明でご案内しております。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。 

5

契約時や面談の際に保護者とヒアリングを行

い、支援内容に懸念点がないか意向を汲み取

り作成を行っております。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
5

児童発達支援計画を作成後は保護者に内容を

ご確認の上、ご理解をいただいております。

何か不明な点や見直しを希望される時には迅

速に対応ができるように体制も整えておりま

す。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。
5

定期的に保護者から情報を聞き、助言など必

要な際には直接面談の機会を設けておりま

す。30分以上の面談の際には家族支援加算を

対象にし、詳しい内容を記録したのち他の職

員に情報を共有しております。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

5

・保護者会の機会は少ないが、開催した際に

は密な交流ができるようにグループで分けて

話せる内容を構成したり、アジェンダを作成

し保護者が意見を交換しやすいように工夫を

しています。

・保護者会でグループディスカッションを行

い、保護者同士で交流(情報共有等)ができる

よう工夫していた。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。

5

職員全員が迅速に対応ができるようにマニュ

アルを作成して指導しております。

又、電話対応などあった際には受け答えのマ

ニュアルもある為、適切な対応ができるよう

に体制を整えています。
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42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。

5

弊社ではSNS(インスタ)を週に2回アップし、

その日の活動内容の情報を発信しておりま

す。

又、行事予定は事前にプログラム表を配付し

内容を確認していただいております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 5

児童や保護者に関する情報や職員の個人情報

など外部に漏れないように徹底して行ってお

ります。

個人情報が載っている資料などは最終的には

シュレッターなどで必ず破棄するように全職

員に指導しております。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。
5

言葉によるコミュニケーションや見通しを持

つことが難しいこどもに対しては、絵カード

や写真、スケジュール表などの視覚的支援を

取り入れ、活動できるよう配慮しています。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
2 3

・まだ地域住民を招待する機会を設けていま

せん。ですが、招待が出来るように立案し体

制を整えて、地域にアプローチをしていきた

いと思います。

・地域に出向くことはあるが、招く活動は取

り入れていない為、今後検討していく

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。

5

マニュアルに沿って速やかに対応ができるよ

うに保護者や児童に周知させています。

又、毎月1回は必ず避難訓練を実装し、発生時

には児童と職員の動きがスムーズに行えるよ

うに訓練を行っております。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
5

・上記内容と同じく、避難訓練を行い。常に

備えられるように体制を整えています。

・月に一回避難訓練を行い、自然災害の他に

も不審者対策などに対応できるようにしてい

る

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。
5

服薬する際には事前に申請書を保護者に記入

していただくように、ご協力のお願いをして

います。又、てんかんについても情報をいた

だき、実際になった時の対応マニュアルも作

成済みです。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。
5

・契約時に個人シートに記載されているアレ

ルギー情報を提出し、事前に明記していただ

いております。おやつ提供時には調べたり、

保護者にアレルギーが対象ではないお菓子を

ご持参していただいております。

・アレルギー児童一覧表を作成し、周知でき

るようにしている

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
5

計画に基づき、全職員を対象とした安全管理

研修や、災害時を想定した避難訓練を定期的

に開催し、緊急時の対応力向上に努めていま

す。又、日々のヒヤリハット事例の収集・共

有や設備点検などの措置を講じ、リスクの未

然防止を徹底しています。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
4 1

保護者様への連絡方法について重要事項説明

書や連絡帳等を通じてご家族へ周知していま

す。

日頃から緊急時の動きを共有しておくこと

で、万が一の際にも迅速かつ緊密に連携でき

る体制を整えています。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。
5

発生時には迅速対応を行い、ヒヤリハットを

作成し状況の確認・改善に向けた対策を行っ

ております。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。
5

虐待防止研修は定期的におこない、適切な対

応や安心した支援が行えるように対応してお

ります。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。

5

まだ対象児童はいませんが、必要になった場

合には説明を行い記載ができるように体制を

整えております。
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